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オイスカ創立 60周年記念 国際シンポジウムを開催 
10 月 6 日（水）オイスカは、創立 60 周年を迎えました。これを記念してオイスカ本部主催により、国際シンポジウムが国立オリンピ

ックセンター・大ホールを会場に開催されました。東京会場には 200 名が参加、オンライン参加者は 300 名、合計 500 名の会員・支

援者が参加しました。愛知県は、中部センターと 

明治用水土地改良区（杉浦正行前支部会長 

理事長）がサテライト会場となり、オンライン含め 

70 名以上の会員・支援者の参加がありました。 

（YouTube で「オイスカ 60 周年」で検索するとご 

視聴いただけます） 

内容は、「これからのオイスカの 10 年」と題し、 

10 か年計画を発表。地球規模の諸課題につい 

て、どのようなアプローチで活動に取り組むか、 

10 年後の姿がプレゼンされました。 

後半はトークセッションがおこなわれ、発表者 

の一人にトヨタファーム代表の鋤柄雄一氏（豊田 

推協幹事）が登壇し、「養豚を通じたミャンマー 

青年の育成」について発表がありました。 

最後に 4200 名を超えるオイスカ会員の中で 

50 年以上会員を継続してくださっている法人・個 

人会員様が 36 あり、愛知県からは、㈱クサカ（安 

城推協）、石川農機㈱（西尾推協）の 2 社に感謝 

状が贈呈されました     小杉裕一郎（筆） 

     

コ
ラ
ム 

会
員
・
支
援
者
の
皆
様
、
日
頃
は
オ
イ
ス
カ
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
新
規
感
染
者
が
減

少
す
る
中
で
、
十
月
十
七
日
に
県
の
「
厳
重
警
戒
措
置
」
も
解
除

さ
れ
、
よ
う
や
く
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
第
六
波
に

備
え
予
防
を
徹
底
し
つ
つ
、
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ま
せ
。 

さ
て
、
本
年
十
月
六
日
オ
イ
ス
カ
は
創
立
六
十
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
法
人
・
個
人
会
員
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
・
ご
支
援
の
賜
物
で
あ
り
、
職
員
一
同
心
か
ら
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。 

オ
イ
ス
カ
本
部
で
は
、
六
十
周
年
を
記
念
し
て
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
、
十
か
年
計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。
昭
和
三
十

六
年
に
設
立
さ
れ
た
オ
イ
ス
カ
も
平
成
か
ら
令
和
へ
と
時
代
の
流

れ
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
こ
れ
か
ら
１
０
年
ど
の
よ
う
な
方

向
に
向
か
い
、
何
を
し
て
い
く
の
か
。
会
員
・
支
援
者
の
皆
様
と
共

有
し
、
時
代
の
要
請
に
応
え
、
必
要
と
さ
れ
る
オ
イ
ス
カ
に
変
化

を
し
て
い
く
決
意
表
明
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
地
球
温
暖
化
、

多
発
す
る
自
然
災
害
等
、
地
球
規
模
の
課
題
に
対
し
て
六
項
目

の
重
点
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
課
題
解
決
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

中
部
セ
ン
タ
ー
も
本
部
十
か
年
計
画
の
方
針
の
も
と
、
啓
発
・

農
業
研
修
・
技
能
実
習
各
部
門
で
十
か
年
計
画
を
策
定
い
た
し

ま
し
た
。
啓
発
は
会
員
数
を
八
百
件
か
ら
千
件
を
目
標
と
し
、

名
古
屋
地
区
、
知
立
、
豊
橋
・
豊
川
に
推
協
設
立
を
し
、
「
点
か

ら
面
」
に
オ
イ
ス
カ
運
動
が
展
開
で
き
る
よ
う
に
。
農
業
は
農
業

研
修
受
け
入
れ
枠
を
三
名
か
ら
最
大
七
名
ま
で
拡
大
、
研
修
コ

ー
ス
を
一
年
制
か
ら
二
年
制
へ
。
そ
の
た
め
に
有
機
農
業
研
修
の

充
実
と
健
全
な
農
場
経
営
の
両
立
を
し
て
い
く
。
技
能
実
習
は
、

業
務
体
制
に
応
じ
て
徐
々
に
拡
大
、
技
能
生
五
十
名
か
ら
会
員

企
業
の
要
請
に
応
じ
て
百
名
を
目
標
に
。
ま
た
光
岡
会
長
が
農

産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
に
着
手
す
る
と
し
、
豊
田
推
協
が
勘
八

農
場
に
栗
・
レ
モ
ン
苗
木
を
三
十
本
ず
つ
植
樹
を
計
画
。
併
せ
て

百
二
十
本
の
梅
園
の
整
備
管
理
も
お
こ
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。 中

部
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
十
年
と
な

り
ま
す
が
、
職
員
一
同
、
会
員
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
中
部
地
区
に
お
い
て
、
必
要
と
さ
れ
る
研
修
セ
ン
タ
ー

運
営
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

小
杉
裕
一
郎 

 

 

 

 

中
部
セ
ン
タ
ー
サ
テ
ラ
イ

ト
会
場
（
写
真
は
、
開
会

あ
い
さ
つ
す
る
光
岡
支
部

会
長
） 

 

 

 

明
治
用
水
土
地
改
良
区
の

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場 



 

 

㈱
遊
都
が
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
講
演
会
開
催 

                        

１
０
月
３
日
（
日
）
豊
田
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
て
、
㈱
遊
都
（
本

社
豊
田
市
、
法
人
会
員
）
主
催
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
講
演
会
・
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

講
師
は
大
棟
耕
介
氏
。
大
棟
さ
ん
は
、
全
国
の
小
児
科
病
棟
を
訪
れ
、
病

と
向
き
合
う
子
供
た
ち
を
笑
顔
に
し
た
い
と
ピ
エ
ロ
に
扮
し
て
笑
い
声
を
届

け
る
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
映
像
を
交
え
な
が
ら
、
大
棟
さ
ん
の
病
院
で

の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

後
半
の
シ
ョ
ー
は
、
舞
台
い
っ
ぱ
い
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に

会
場
は
大
い
に
沸
き
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
オ
イ
ス
カ
は
じ
め
、
遊
都
が

支
援
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
ロ
ビ
ー
で
バ
ザ
ー
を
出
展
、
多
く
の
市

民
の
方
に
買
い
物
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
後
日
、
都
筑
益
惠
会
長
か
ら

四
万
千
五
百
円
の
寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！
！ 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

小
杉
裕
一
郎
（
筆
） 

 

                             

                             

                             

                             

 

 

 
 

K
A

S
U

G
A

I S
D
G

ｓ
フ
ェ
ス
出
展 

 
１
０
月
１
６
日(

土)

、
春
日
井
市
の
勝
川
駅
前
の
ネ

ク
シ
テ
ィ
パ
レ
ッ
タ
の
１
階
で
春
日
井
青
年
会
議
所
主

催
に
よ
り
ま
す
『KA

S
U

G
A

I S
G
G

s

フ
ェ
ス
」
に
損
保

イ
ン
タ
ー
ン
生
２
名
と
ブ
ー
ス
の
出
展
を
し
ま
し
た
。 

 

オ
イ
ス
カ
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
１
７
項
目
の
１
番
『
貧
困
を
な

く
そ
う
』
を
担
当
し
、
米
や
海
外
産
品
の
販
売
、
募

金
、
外
国
コ
イ
ン
の
仕
分
け
体
験
を
行
い
ま
し
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
為
、
１
時

間
７
０
名
程
度
の
交
代
制
で
の
参
加
と
な
り
、
親
子

連
れ
を
中
心
に
約
３
０
０
名
の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し

た
。
オ
イ
ス
カ
ブ
ー
ス
で
も
外
国
コ
イ
ン
の
仕
分
け
体

験
が
好
評
で
し
た
。 

 

今
回
が
初
開
催
で
し
た
が
、SD

G
s

は
２
０
３
０
年

ま
で
に
掲
げ
ら
れ
た
目
標
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
来

年
以
降
も
開
催
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
そ

の
時
も
出
展
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

安
東
幸
太
郎
（
筆
） 

 

 

 

 

海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
修
を
終
え
て 

 

１
０
月
２
２
日
か
ら
２
５
日
ま
で
の
３
泊
４
日
で
、
研
修
課
中
村
と

宗
像
に
研
修
の
機
会
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
「
松
が
つ
な
ぐ
明
日
」

（
愛
育
出
版
）
の
書
籍
の
舞
台
に
行
く
と
い
う
こ
と
で
少
し
緊
張
し
て

い
ま
し
た
。
初
日
は
水
は
け
が
悪
く
成
長
が
思
わ
し
く
な
い
箇
所

に
、
ス
コ
ッ
プ
で
溝
を
掘
る
溝
切
作
業
。
普
段
パ
ソ
コ
ン
し
か
打
っ
て
い

な
い
私
た
ち
は
現
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
体
力
と
素
早
い
動

き
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の
松
が
豊
田
推
協
の
方
々
が
植
え
た
も

の
か
な
、
な
ん
て
思
い
を
巡
ら
せ
て
い
ま
し
た
。
翌
日
は
育
成
調
査

道
づ
く
り
の
枝
切
り
、
午
後
は
高
松
北
高
校
か
ら
の
生
徒
さ
ん
た
ち

を
迎
え
て
溝
切
再
開
。
ぎ
こ
ち
な
く
ス
コ
ッ
プ
を
踏
み
汗
び
っ
し
ょ
り

で
賢
明
な
学
生
達
を
見
て
、
様
々
な
年
代
、
立
場
の
人
た
ち
が
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
て
い
る
ん
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
最
終

日
は
広
葉
樹
の
育
成
調
査
に
同
行
。
オ
イ
ス
カ
が
ど
う
し
て
松
を
植

え
る
の
か
、
は
っ
き
り
わ
か
り
ま
し
た
。 

名
取
を
立
つ
直
前
に
震
災
記
念
館
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
１
１
年
前
に
テ
レ
ビ
で
見
た
あ
の
様
子
が
よ
み
が
え
り
神
妙
な

気
持
ち
で
記
念
館
を
出
る
と
、
外
で
は
澄
み
切
っ
た
青
空
が
広
が

り
、
整
備
さ
れ
た
海
岸
沿
い
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
か
ら
笑
い

声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
松
は
時
代
を
つ
な
ぎ
、
人
の
心
と
心

を
つ
な
ぎ
、
そ
の
す
き 

ま
に
オ
イ
ス
カ
が
い
て
、 

オ
イ
ス
カ
会
員
の
方
々 

が
そ
れ
を
支
援
し
て 

と
考
え
て
、
海
を
眺
め 

な
が
ら
大
き
く
深
呼
吸 

を
し
ま
し
た
。
（
そ
う 

す
る
と
横
に
い
た
吉 

田
さ
ん
（
担
当
部
長
） 

の
た
ば
こ
の
煙
を
大
量 

に
吸
っ
て
し
ま
い
ま
し 

た
笑
） 

 

宗
像
ジ
ュ
イ
エ
（
筆
） 

 

 

 

バ
ザ
ー
出
展
の
様
子
。 

た
ま
ご
は
完
売
し
ま
し
た
！ 

会
場
を
盛
り
上
げ
た
プ

レ
ジ
ャ
ー
Ｂ
の
ビ
ッ
グ
・
シ
ュ
ー

ズ
・
サ
ー
カ
ス 

 

 

震
災
を
知
る
１
３
０
歳
の
松
と 

１
１
歳
の
松
（
手
前
） 



 

 

                             

                             

                             

                          
 

   

 

 

 

 

       

 

       

1 1 月 研 修 生 の 活 動 筑 田 明 生 （ 筆 ） 

天野真由美先生のご指導で、

フィジー研修生のメレさんが天

津飯の作り方を教えて頂きまし

た。 

 

 

新
入
会
（
法
人
） 

藤
建
興
業 

株
式
会
社(

名
古
屋
市) 

三
重
産
業 

株
式
会
社(

名
古
屋
市) 

有
限
会
社 

浅
野
保
温(

丹
羽
郡
扶
桑
町) 

医
療
法
人
朋
寿
会(

名
古
屋
市) 

 

更
新
会
員
名
簿
（
６
２
４
／
８
０
７
） 

安
城
（
６
３
／
７
５
）
丸
中
鍛
工 

株
式
会
社 

岡
崎
（
１
７
／
３
０
）
森
田
惣
一 

奥
三
河
（
４
／
７
）
権
田 

ま
ゆ
み 

尾
張
一
宮
（
３
／
５
）
自
由
民
主
党
愛
知
第
十
選
挙

区
支
部
、
大
興
建
設 

株
式
会
社 

蒲
郡
（
７
／
１
０
）
株
式
会
社 

Ｂ･

Ａ･

Ｎ
、
蒲
郡
市

役
所 

刈
谷
（
３
１
／
４
４
）
シ
マ
ツ 

株
式
会
社
、
鈴
木
絹

男
、
株
式
会
社 

勤
労
食
、
カ
リ
ツ
ー 

株
式
会
社 

豊
田
（
１
８
２
／
２
３
７
）
奥
田
工
業 

株
式
会
社
、

中
村
浩
之
、
岩
男
ひ
ろ
子
、
若
山
佳
介
、
豊
田
汽
缶 

株
式
会
社
、
小
笠
原
浩
明
、
安
藤
則
義 

名
古
屋
（
４
５
／
６
９
）
学
校
法
人 

聖
英
学
園
、
お

こ
の
み
焼
三
五 

名
古
屋
北
（
１
８
／
１
７
）
田
中
一
成 

名
古
屋
南
（
１
７
／
１
４
）
井
口
貴
嗣 

丹
羽
（
４
９
／
５
７
）
大
前
温
子 

西
尾
（
２
６
／
３
９
）
加
藤
周
子
、
や
ま
と
旅
館
、
毎

味
水
産 

株
式
会
社 

碧
南
高
浜
（
４
７
／
５
８
）
中
村
さ
と
子
、
榊
原
純
一

税
理
士
事
務
所
、
森
田
英
治
、
株
式
会
社 

磯
貝
コ

ン
ク
リ
ー
ト
工
業
所
、
植
松
敏
樹
、
岩
月 

裕
、
杉

浦
哲
也 

み
よ
し
（
４
１
／
４
４
）
小
嶋 

潔
、
有
限
会
社 

出
原

新
聞
店 

セ
ン
タ
ー
（
２
８
／
４
４
）
高
野
修
滋
、
鈴
木
良
子
、

森 

文
典
、
萩
原
長
治
、
佐
藤
一
志
、
吉
村
淳
子
、

永
井
祥
一 

三
重
（
２
０
／
２
３
）
種
村
佳
知 

（
９
月
末
ま
で
の
入
金
を
掲
載
） 

 

フ
ィ
ジ
ー
研
修
生
の
ラ
イ
さ
ん
、
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
で
播
種
機
を
使
っ
て
小
松
菜
の
種

を
蒔
き
ま
し
た
。 

白
菜
の
定
植
。
年
末
年
始
の
出
荷
に
合
わ

せ
て
定
植
し
ま
し
た
。 

内藤由紀恵先生に教えていただき 

クロワッサンも美味しく焼けました。 

 

 

村田恵子先生のご指導でにより、生け花では、

姫リンゴを活けました。 

 



 

 

                             

                             

                             

                    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

寄
付
金 

大
嶋
雅
樹(
豊
田
市) 

筑
田
夏
菜
子(
豊
田
市) 

水
野
宏
幸(

豊
田
市) 

リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
グ
ル
ー
プ 

株
式
会
社(

大
府

市) 菜
園
会(

豊
田
市) 

株
式
会
社 

ヤ
マ
ワ(

各
務
原
市) 

株
式
会
社 

遊
都(

豊
田
市) 

和
合
精
機 

株
式
会
社(

豊
田
市) 

鋤
柄
雄
一(

豊
田
市) 

 

コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

(

岡
崎
市) 

 

 

イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ 

刈
谷
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー(

刈
谷

市) 
 

豊
田
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー(

豊
田
市) 

酒
向
淳
治(

豊
田
市) 

 

  

新
入
会
（
個
人
） 

小
笠
原
浩
明(

豊
田
市) 

  

寄
付
品 

刈
谷
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー(

刈
谷

市) 
 

鎌
田
隆(

香
川
県
丸
亀
市) 

株
式
会
社
三
井
酢
店(

知
多
郡
阿
久
比
町) 

 

明
保
澄
雄(

岡
崎
市) 

 

原
田
彩
衣(

名
古
屋
市) 

株
式
会
社 

山
信
商
店(

豊
田
市) 

野
中
慎
吾(

豊
田
市) 

 

鈴
木
康
予(

豊
田
市) 

 

佐
藤
美
智
代(

豊
田
市) 

鈴
木
哲
夫(

知
立
市) 

 

廣
瀬
敏
重(

名
古
屋
市) 

 

 
 

 

    
 

 
 

 

 
 

 

こ
の
文
章
は
２
０
２
１
年
５
月
２
８
日
「
矢
作
新
報
」
に
記
載
さ
れ
た
記
事
を
そ
の
ま
ま
記
載
し
ま
し
た
。 

 

私
の
貧
相
な
書
架
の
中
に
「
死
ぬ
ま
で
に

絶
対
行
き
た
い
世
界
の
旅
」
と
い
う
一
冊
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
著
者
が
４
０
年
間
で
１

３
０
ヶ
国
以
上
を
巡
っ
た
中
か
ら
３
０
０
ヶ

所
を
紹
介
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
う
ち
、
小

生
の
旅
の
思
い
出
に
よ
み
が
え
る
の
は
１
０

ヶ
所
を
超
え
る
程
度
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し

私
の
旅
の
特
徴
は
、
同
一
の
場
所
に
複
数
回

赴
い
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。 

そ
の
中
で
最
も
印
象
的
な
の
は
初
め
て
遭

遇
し
た
砂
の
大
海
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
ア
ラ
シ
ャ

ン
の
砂
漠
と
の
出
会
い
で
し
ょ
う
か
。
時
あ

た
か
も
、
黄
砂
が
日
本
の
青
い
空
を
奪
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
黄
砂
は
こ
こ
か
ら
ジ
ェ
ッ
ト
気

流
に
乗
っ
て
旅
し
て
来
る
の
で
す
。
地
球
の

４
分
の
一
は
砂
漠
と
さ
れ
、
今
名
を
年
間
６

万
平
方
㎞
が
砂
漠
の
攻
撃
に
甘
ん
じ
て
い

ま
す
。 

 

『
誰
か
が
や
ら
ね
ば
！
』
オ
イ
ス
カ
内
モ
ン

ゴ
ル
の
富
樫
所
長
は
砂
漠
化
防
止
の
た
め
失

わ
れ
た
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
雄
出
に
人
生
を

か
け
て
い
ま
す
。
孤
軍
奮
闘
の
彼
の
力
に
な 

り
た
い
、
ま
た
前
年
度
の
植
林
を
こ
の
目
で

確
か
め
た
い
。
そ
う
し
た
気
持
ち
が
６
回
に 

も
及
ん
だ
こ
の
地
へ
の
旅
の
支
え
と
な
り
、
と
も

に
汗
し
た
現
地
の
人
々
と
の
再
会
は
楽
し
み
で

す
。 

し
か
し
残
念
な
が
ら
日
中
の
政
治
の
悪
化
が
影

響
し
一
時
休
止
。
現
在
は
中
央
ア
ジ
ア
の
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
に
拠
点
が
移
っ
て
い
ま
す
。 

 

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
は
か
っ
て
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
要

衝
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ム
世
界
の
歴
史
的
建
造
物

は
青
の
都
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
大
戦

後
、
日
本
人
抑
留
者
の
勤
勉
性
は
、
こ
の
地
の

堅
牢
な
ナ
ポ
イ
劇
場
と
建
て
ま
し
た
。
そ
の
感

謝
の
念
が
今
な
お
継
承
さ
れ
る
親
日
国
家
は

情
操
も
高
い
素
晴
ら
し
い
国
で
す
。
基
幹
産
業

で
あ
る
綿
花
栽
培
は
、
ア
ラ
ル
海
の
大
湖
水
を

枯
渇
さ
せ
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
苦
い
体
験
を
持

つ
こ
の
国
へ
の
タ
ラ
ッ
プ
を
何
度
と
な
く
駆
け
下

り
ま
し
た
。 

 

世
界
有
数
の
象
の
居
住
地
、
タ
イ
の
ス
リ
ン
へ

も
、
仏
教
国
の
ス
リ
ラ
ン
カ
へも
複
数
回
赴
き
ま

し
た
。
山
奥
の
小
学
校
に
子
供
た
ち
と
植
え
た

果
実
樹
は
、
今
で
は
甘
美
な
贈
り
物
を
生
み
、

日
・ス
友
好
の
懸
け
橋
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
旅
の
思
い
出
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
こ
の
３ 

０
年
間
で
２
０
回
展
開
さ
れ
た
東
名
Ｌ
Ｃ

の
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
足
跡
で
す
。
小
生
の
参

加
も
２
桁
を
数
え
ま
す
が
、
前
林
、
上

郷
、
末
野
原
の
中
学
校
か
ら
参
加
し
て
く

れ
た
生
徒
は
２
０
０
名
ほ
ど
。
現
地
に
記

さ
れ
た
各
中
学
の
森
は
、
こ
の
国
の
空
と

海
を
背
景
に
光
り
輝
い
て
い
ま
す
。
子
供

た
ち
の
澄
ん
だ
瞳
、
屈
託
の
な
い
笑
顔
そ

し
て
別
離
の
空
港
で
の
涙
と
芽
生
え
た
友

情
は
、
次
世
代
へ
の
平
和
の
証
と
し
て
い
つ

ま
で
も
生
き
続
け
る
で
し
ょ
う
。 

最
後
に
世
界
に
観
光
地
は
数
あ
れ
ど
前

記
の
そ
れ
ぞ
れ
は
辺
境
地
に
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
が
未
開
の
地
に
踏
み
込
め
る
の

は
、
永
年
現
地
へ
の
支
援
と
交
流
を
通
じ

信
頼
と
実
績
を
積
み
上
げ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
オ

イ
ス
カ
」
の
お
か
げ
で
あ
り
、
そ
の
存
在
は

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

 
世
界
を
ま
た
ぐ
時
代
へ
の
架
け
橋 

オ
イ
ス
カ
が
積
み
上
げ
た
信
頼
と
実
績 

 

佐
藤
鋹
弘 

さ
と
う
・
と
し
ひ
ろ 

佐
藤
園
芸
主
、
１
９
４
３
年
生
ま
れ
、
豊
田
市

鴛
鴨
町
西
屋
敷
。
オ
イ
ス
カ
友
の
会
代
表
。 

豊
田
東
名
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
元
会
長
、
豊
田

市
立
上
郷
中
学
校
・
末
野
原
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
元

会
長
。
人
生
の
振
り
返
り
に
精
励
中
。 


